
こ
の
広
報
紙
は
、
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
市
の
対

応
な
ど
を
発
表
。
同
日
、
市
長
を
本
部

長
と
す
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
危
機
対
策
本
部

を
設
置
し
ま

し
た
。
今
月
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
会
見
の
録
画
映
像
を
配
信
し
ま
す
。

市
だ
ん
並
が
台
縁
は
に
夏

道
国
る
走
が
線
敷
伊

電線
号

（
昭
和

年
ご
ろ
撮
影
）

月は環境月間。この不況下
で衣類や家具などのリサイクル
ショップが人気だそうです。鹿
児島弁で もったいない は
あったらし 。“新しい”もの

を買うときにはよく考えてからにしたいもので
す。かごしま環境未来館には、市民の皆さんが
持ち寄った日用品を交換できるポイント制を取
り入れたリユース・リサイクルショップがあり
ます。こちらもぜひご利用ください。

かごしま 市民のひろば 年 月 号
ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

さ
る
か
に
合
戦

や

う
ら
し

ま
太
郎

な
ど
お
な
じ
み
の
昔
話
や

絵
本
で
登
場
す
る
さ
か
な
た
ち
が
、

か
ご
し
ま
水
族
館
に
登
場
。
親
子
連

れ
な
ど
多
く
の
入
館
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

満開となった約 本のバラの甘い香りが園内を包み
込み、期間中に訪れた 人もの来園者は 種の花々が
奏でる色と香りのハーモニーを楽しんでいました。

本まつりの踊りパレードには 連約
人の踊り手が参加し、渋谷のメインストリー
ト道玄坂通りと文化村通りを練り歩きまし
た。おはら節や鹿児島ハンヤ節の軽快なリ
ズムに合わせて、踊り手たちと沿道に集まっ
た観客が一体となって盛り上がりました。

月

日（
土
）
か
ご
し
ま

水
族
館
に
絵
本
の
世
界

月

日（
土
）・

日（
日
）
色
彩
鮮

や
か
・
錦
江
湾
公
園
は
な
ま
つ
り

テレビ（ 分）
月 日（日） 時 分
・山本さんがゆくホットかごしま
高機能で快適 市営住宅探訪
月 日（日） 時 分
・市民のひろば

おいしい水をご家庭に 鹿児島市水道局
月 日（日） 時
・ぐっとグッドかごしま
夏を楽しもうイベント レジャー情報

テレビ（ 分）
毎週金曜日
時 分
かごしま

元気
子育てや生活情
報満載
ラジオ（ 分）
月 日（土） 時 分
シティ ・かごしまンドリーム

ラジオ（ 分）
ラジオ 毎週日曜日 時 分
かごしま 毎週月曜日 時 分ごろ

シティ 毎週月曜日 時 分
毎週水曜日 時 分ごろ

【広報課 】 新照院町公民館
館長 谷口 昌宏さん

・

水
害
の
と
き
は
、
国

道
が
川
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
照
院
に
住
み
始
め
て

わ
た
し
で

代
目
で
す
が
、

昔
か
ら

ミ
リ
雨
が
降
っ

た
ら
は
ん
ら
ん
に
気
を
つ
け

ろ
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
で
も
今
で
は
治
水
工
事

の
お
か
げ
で

ミ
リ

降
っ
て
も
不
安
に
な
る
こ
と

は
な
い
で
す
ね
。

新
照
院
は
六
月
灯
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
開
催
に
向
け
て
準
備
中
。

お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
遊
び
に

き
て
く
だ
さ
い
ね
。

月

日
（
木
）
ク
ー
ル
ビ

ズ
で
定
例
記
者
会
見

月 日（土）・ 日（日）
渋谷で元気を発信
渋谷・鹿児島 おはら祭

現現在在、、国国道道 号号線線新新照照院院付付近近はは現在、国道 号線新照院付近は
市市内内ででもも一一番番交交通通量量のの多多いい国国道道にに市内でも一番交通量の多い国道に

鹿鹿児児島島のの路路面面電電車車 年年 よよりり転転載載鹿児島の路面電車 年 より転載

こ
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
こ
ろ

は
、ま
だ
ま
だ
車
も
少
な
く
、

夏
に
な
る
と
、
ど
の
家
庭
も

国
道
に
縁
台
を
出
し
て
夕
涼

み
を
し
た
も
の
で
し
た
。
大

人
た
ち
は
焼
酎
を
飲
み
、
子

ど
も
た
ち
は
ス
イ
カ
を
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
し
た
ね
。

昭
和

年
ご
ろ
に
国
道
を
広

げ
る
工
事
が
行
わ
れ
た
の
で

す
が
、
新
上
橋
の
ガ
ー
ド
下

は
そ
の
後
も
と
て
も
狭
く
、

電
車
が
通
る
と
き
は
自
動
車

が
通
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

伊
敷
線
に
は
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す

ね
。
小
学
校
の
遠
足
で
は
、

電
車
を
貸
し
切
っ
て
、
鴨
池

海
水
浴
場
ま
で
行
き
ま
し

た
。
戦
後
す
ぐ
は
、
進
駐
軍

専
用
の
ね
ず
み
色
の
電
車
が

走
っ
て
い
た
の
も
覚
え
て
い

ま
す
よ
。

学
校
の
帰
り
は
、
甲
突
川
に

直
行
。
エ
ビ
を
採
っ
た
り
し

て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。


